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成果  

1. 目的  JACLiD は、わが国の鍼灸関連の学術論文の書誌情報を収集して検索可能にし、
また、国内外の主要な鍼灸関連論文を紹介することである。さらに、様々な日本
鍼灸の研究、解説、考察、紹介、議論等が行われている証拠保持の役割もある。 
本研究の目的は、医中誌 Web には収載されない鍼灸関連灰色文献を収集し、書

誌情報を抽出すること、また文献収集、文献評価などの作業を通じて将来 JACLiD

を維持管理し発展させる人材育成を行うことである。 

2. 内容 １）灰色文献と有用な Web サイトの収集・選定・情報抽出・収載 
 医中誌 Web の収載範囲外の鍼灸関連文献を所蔵している施設に許可を得たうえ
でコピーまたは撮影し、収載意義のある文献を選定し、書誌情報を抽出して
JACLiD に収載できる形式にしたファイルを作成した。 

２）関連セミナー・シンポジウムにおける情報収集 
 コクランレビューワークショップ、ビッグデータに関するシンポジウム、AMED

委託研究公開講演会に参加し、JACLiD の維持管理に必要な情報収集および技能の
習得を行った。 

３）JACLiD プロモーション活動 
 「鍼灸文献情報活用セミナー」を主催し、JACLiD の概要、利用方法、今後の展
望などに関してプレゼンを行い、認知度を上げるとともに利用を促した。また同
時に RCT 文献の批判的吟味作業を通じて将来の JACLiD 作業協力者の育成につな
げた。 

3. 成果/考察 １）灰色文献と有用な Web サイトの収集・選定・情報抽出・収載 

 前年度研究において収集されていた文献と合わせて 1,023 編の灰色文献の書誌
情報を抽出し、JACLiD に追加収載した。 

２）関連セミナー・シンポジウムにおける情報収集 
 JACLiD は従来通り、広範な鍼灸文献に関する情報収集サポート、日本鍼灸史の
証拠保存などの役割を果たすとともに、鍼灸領域における EBM 実践の基盤となる
べく、エビデンス情報の要約、質的評価を加えた文献情報の提供を目指していく
必要がある。そのための情報収集および技能の習得ができた。 

３）JACLiD プロモーション活動 
「鍼灸文献情報活用セミナー」は平日開催となり、参加人数は多くなかったが、

教育機関関係者だけでなく開業鍼灸師やその他の職種の参加があり、幅広く
JACLiD の広報活動ができた。また若手研究者を招聘し講演、文献評価作業を主導
してもらうことで将来、JACLiD を担う人材の育成にも繋げることができた。 

 


